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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年10月10日(2019.10.10)

【公開番号】特開2019-93227(P2019-93227A)
【公開日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2019-023
【出願番号】特願2019-59537(P2019-59537)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３４　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月28日(2019.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、
　支持部材と、
　前記支持部材に開閉可能に支持され、保護ガラスが設置される扉部材と、
　前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、
　前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、
　前記磁気検知手段では初期動作が行われ、
　前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号が入力され、
　前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検知されてい
ることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知されていないことを特定できる
第２状態と、があり、
　少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が前記第１状態であ
る場合に前記初期動作が行われず、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始さ
れてから１回目の前記扉部材の閉鎖後に前記初期動作が行われ、
　前記磁気検知手段からの磁気検知信号の出力状態は、少なくとも磁気を検知していない
ときにはハイレベルとなり、磁気を検知しているときであって特定条件が成立していると
きにはローレベルとなり、
　前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成立するときには前記磁気検知信
号の出力状態がローレベルとならずにハイレベルとなる一方、前記所定条件が成立しない
ときには前記磁気検知信号の出力状態がローレベルとなり、
　前記制御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が
検知されたことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、
　前記制御手段は、前記磁気検知手段からの前記磁気検知信号の出力状態がローレベルで
あることに基づいて磁気が検知されたことを特定することが可能であり、
　前記接続端子と外部装置が接続されているときであっても前記扉部材が開放されている
ときには、前記磁気検知手段が磁気を検知しても前記磁気検知信号の出力状態がローレベ
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ルとならないことによって前記特定の外部信号が前記外部装置へ出力されないことを特徴
とする遊技機。
【請求項２】
　磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、
　支持部材と、
　前記支持部材に開閉可能に支持され、保護ガラスが設置される扉部材と、
　前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、
　前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、
　前記磁気検知手段では初期動作が行われ、
　前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号が入力され、
　前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検知されてい
ることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知されていないことを特定できる
第２状態と、があり、
　少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が前記第１状態であ
る場合に前記初期動作が行われず、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始さ
れてから１回目の前記扉部材の閉鎖後に前記初期動作が行われ、
　前記磁気検知手段からの磁気検知信号の出力状態は、少なくとも磁気を検知していない
ときにはローレベルとなり、磁気を検知しているときであって特定条件が成立していると
きにはハイレベルとなり、
　前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成立するときには前記磁気検知信
号の出力状態がハイレベルとならずにローレベルとなる一方、前記所定条件が成立しない
ときには前記磁気検知信号の出力状態がハイレベルとなり、
　前記制御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が
検知されたことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、
　前記制御手段は、前記磁気検知手段からの前記磁気検知信号の出力状態がハイレベルで
あることに基づいて磁気が検知されたことを特定することが可能であり、
　前記接続端子と外部装置が接続されているときであっても前記扉部材が開放されている
ときには、前記磁気検知手段が磁気を検知しても前記磁気検知信号の出力状態がハイレベ
ルとならないことによって前記特定の外部信号が前記外部装置へ出力されないことを特徴
とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決する遊技機は、磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、
支持部材と、前記支持部材に開閉可能に支持され、保護ガラスが設置される扉部材と、前
記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入
力される制御手段と、を備え、前記磁気検知手段では初期動作が行われ、前記磁気検知手
段には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号が入力され、前記扉開放検知手段からの
開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検知されていることを特定できる第１状態
と、前記扉部材の開放が検知されていないことを特定できる第２状態と、があり、少なく
とも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が前記第１状態である場合に
前記初期動作が行われず、前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合
に当該電力供給が開始されてから１回目の前記扉部材の閉鎖後に前記初期動作が行われ、
前記磁気検知手段からの磁気検知信号の出力状態は、少なくとも磁気を検知していないと
きにはハイレベルとなり、磁気を検知しているときであって特定条件が成立しているとき
にはローレベルとなり、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成立すると
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きには前記磁気検知信号の出力状態がローレベルとならずにハイレベルとなる一方、前記
所定条件が成立しないときには前記磁気検知信号の出力状態がローレベルとなり、前記制
御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が検知され
たことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、前記制御手段は、前記磁気検
知手段からの前記磁気検知信号の出力状態がローレベルであることに基づいて磁気が検知
されたことを特定することが可能であり、前記接続端子と外部装置が接続されているとき
であっても前記扉部材が開放されているときには、前記磁気検知手段が磁気を検知しても
前記磁気検知信号の出力状態がローレベルとならないことによって前記特定の外部信号が
前記外部装置へ出力されないことを要旨とする。
　上記課題を解決する遊技機は、磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、
支持部材と、前記支持部材に開閉可能に支持され、保護ガラスが設置される扉部材と、前
記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入
力される制御手段と、を備え、前記磁気検知手段では初期動作が行われ、前記磁気検知手
段には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号が入力され、前記扉開放検知手段からの
開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検知されていることを特定できる第１状態
と、前記扉部材の開放が検知されていないことを特定できる第２状態と、があり、少なく
とも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が前記第１状態である場合に
前記初期動作が行われず、前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合
に当該電力供給が開始されてから１回目の前記扉部材の閉鎖後に前記初期動作が行われ、
前記磁気検知手段からの磁気検知信号の出力状態は、少なくとも磁気を検知していないと
きにはローレベルとなり、磁気を検知しているときであって特定条件が成立しているとき
にはハイレベルとなり、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成立すると
きには前記磁気検知信号の出力状態がハイレベルとならずにローレベルとなる一方、前記
所定条件が成立しないときには前記磁気検知信号の出力状態がハイレベルとなり、前記制
御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が検知され
たことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、前記制御手段は、前記磁気検
知手段からの前記磁気検知信号の出力状態がハイレベルであることに基づいて磁気が検知
されたことを特定することが可能であり、前記接続端子と外部装置が接続されているとき
であっても前記扉部材が開放されているときには、前記磁気検知手段が磁気を検知しても
前記磁気検知信号の出力状態がハイレベルとならないことによって前記特定の外部信号が
前記外部装置へ出力されないことを要旨とする。
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